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論文審査の要旨（2000 字程度） 

 本論文は「高プロトン輸率と CO2 耐性を有する固体酸化物燃料電池電解質材料の開発」と題し、全 9 章
から構成されている。 
 第一章「研究背景」では、燃料電池が高効率な電源として期待できることを説明し、更に中温型(500℃〜
700℃)で動作する燃料電池を開発できれば、従来の燃料電池より優れた性能が得られることについて述べ
た。 
 第二章「中温型燃料電池の開発」では、中温型(IT)固体酸化物燃料電池(SOFC)を開発するため、新しい電
解質材料の開発が最も重要であることを述べた。酸化物イオン(O2-)伝導型 SOFC と比較し、プロトン(H+)伝
導型 SOFC は高い出力密度と高い燃料利用率の両立が可能なため、高いプロトン輸率を持つ材料を開発する
必要がある。更に、実用化できる電解質材料を開発するためには、高い伝導率を持つだけではなく、材料の
化学的安定性が必要である。特に炭化水素系燃料の改質ガスで発電する場合には CO2が発生するため、CO2
耐性が望まれる。以上のことから、実用化できる中温型 SOFC を開発するためには、高伝導率、高プロトン
輸率、CO2耐性を有する新しい電解質材料の開発が必要不可欠であることを述べた。 
 第三章「高伝導率、高プロトン輸率及び CO2 耐性の電解質材料の開発方針」では、Ruddlesden-Popper 構
造に着目し、単純ペロブスカイト構造の伝導性を向上させ、更に、層状構造によってプロトン輸率を向上さ
せる設計方針を立てた。①単純ペロブスカイト構造の伝導性向上について、ペロブスカイト構造を有する材
料の電気伝導特性を調べ、高いプロトン伝導性を得るための知見について考察した。②層状構造の材料では
ペロブスカイト層以外に rock salt 層が存在し、この層の存在によって酸化物イオン伝導性のみが抑えられる
ため、高いプロトン輸率の実現が可能であると考えられる。以上のことから、①と②を組み合わせた材料開
発方針を本論で初めて提案したことを述べた。 
 第四章「実験方法」では、材料の合成方法、化学的安定性およびイオン伝導特性の評価方法などについて
述べた。 
 第五章「Pr をドーピングした Ba2In2O5材料の電気伝導性」では、ペロブスカイト構造を有する材料 PBI(Pr
をドープした Ba2In2O5)の電気伝導特性について調べた。構造の対称性が良いほど、また、構成元素の電気
陰性度が低い(材料の塩基性が高い)ほど、より高いプロトン伝導性が得られる傾向が見られた。そして、層
状構造の中で、構造の対称性と塩基性が高い、PBI と近い組成を持つ PrSrInO4系材料を探索する理由につい
て述べた。 
 第六章「Pr1-xSr1+xInO4(x=0, 0.1, 0.2)系材料の電気伝導性」では、今まで調べられていなかった PrSrInO4系
材料の電気伝導特性を調べ、プロトン伝導性を持つことを初めて明らかにした。また、顕著な酸化物イオン
伝導性が観察されず、比較的高いプロトン輸率を持つことがわかった。一方、発電実験における起電力は低
く、更にプロトン輸率を向上させる必要が生じた。そこで，構造の対称性および元素の電気陰性度(材料塩
基性の指標)に注目し、元素周期表における元素の中で、Pr、Ba と Sc で構成した材料は PrSrInO4系材料より
優れた電気伝導特性が得られる可能性が高いという考えを述べた。 
 第七章「Pr2-xBa1+xSc2O7(x=0, 0.2, 0.5)系材料の電気伝導性」では、Pr、Ba と Sc で構成した層状構造を持つ
Pr2BaSc2O7系材料の化学的安定性及び電気伝導特性について調べた。x≦0.2 の組成を持つ材料であれば CO2, 
O2, H2全ての雰囲気で安定であることがわかった。そして、Pr2BaSc2O7は顕著なプロトン伝導性はなく、主
なイオン伝導種は酸化物イオンであることがわかった。一方、Ba をドープした Pr1.8Ba1.2Sc2O7 の伝導率は
600℃以下の温度範囲で YSZ より高く、更に顕著な酸化物イオン伝導性はなく、主なイオン伝導種はプロト
ンであることがわかった。以上のことから、高伝導率、高プロトン輸率、CO2耐性を有する新しい電解質材
料 Pr1.8Ba1.2Sc2O7の開発に成功したことを述べた。 
 第八章「総括」では、本研究で得られた知見を総括するとともに、新電解質材料の開発に成功したことを
述べた。 
 第九章「今後の課題」では、PrSrInO4 系、Pr2BaSc2O7系以外に有望な層状構造材料、イオン伝導メカニズ
ムの解明に必要な実験、プロトン伝導率の分離手法などについて述べた。 
 以上、本研究では、層状構造のペロブスカイト層におけるプロトン伝導性を向上させ、rock salt 層の存在
によって、O2-イオン伝導性を抑え、高伝導率と高プロトン輸率を有する材料を開発するオリジナルの材料
設計方針を提案した。そして、この設計方針に基づいて高伝導率、高プロトン輸率、CO2耐性を有する新し
い電解質材料 Pr1.8Ba1.2Sc2O7 の開発に成功した。これらの成果は、実用化できる新材料を開発しただけでは
なく、今まで注目されていなかった層状構造の材料において構造の対称性および塩基性を考慮した材料設計
方針は有効であることを明らかにした。以上のことから、電気化学、材料化学において、理学上、貢献する
ところが大きい。よって、本論文は、博士(理学)として十分な価値のあるものと認められる。 
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